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１
◆

さ
も
忘
れ
る
。

「人
生
の
先
輩
た

ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
」
。
そ

う
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

人
材
不

足
に
悩
む
介
護

の
現

場
。
長
崎
労
働
局
に
よ
る
と
、
本

県
の
介
護
職
の
有
効
求
人
倍
率
は

２

一
５０
倍

（７
月
末
時
点
）
。
求

人
に
対
し
、
求
職
者
が
圧
倒
的
に

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
「給

料
が
安
い
、
き

つ
い
、
汚
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
売
り
手
市

場
で
は
人
が
集
ま
り
に
く
い
ス
県

長
寿
社
会
課
）
。

「介
護
業
界
は

ど
こ
も
経
営
が
厳
し
い
」
「
絆
の

宮
本
達
成
社
長
も
、
そ
う
打
ち
明

け
る
。

こ
う
し
た
中
、
そ
の
受
け
皿
に

な

っ
て
い
る
の
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
だ
。
き

っ
か
け
は
、

２
０
０
４
年
の
改
正
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法

（高
齢
法
）
の
施
行
。

こ
れ
に
伴
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ま
で

一
般
的
だ

っ
た
望
閑
負
」
だ
け

で
な
く
、
「派

連き
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
垂開

負
と
は
異
な
り
、
〈
ム
員
は
派
遣
先

の
指
揮
命
令
で
働
く
。
大
薗
さ
ん

も
派
遣
会
員
だ
。
県
シ
ル
バ
ー
人

剥
謗
田緩
撥
発
露
コ

圭習
零
で
き
る
職
種
は
曝
り
れ
て

い
る
。
派
遣
の
解
禁
で
、
介
護
や

保
育
な
ど
現
役
世
代
が
足
り
な
い

業
種
に
も
進
出
で
き
た
」
と
話
す
。

宮
本
社
長
に
よ
る
と
、
時
間
帯

で
忙
し
さ
に
む
ら
が
あ
る
介
護
現

場
に
と

っ
て
も
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
働
い
て
く
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
重
宝
す
る
。

「年
齢
が
近
く
、

（入
所
者
も
）

話
が
合
い
や
す
い
み
た
い
だ
」
。

同
連
合
会
に
よ
る
と
、
介
護
な
ど

派
遣
で
の
就
業
延
べ
人
員
は
昨
年

度
、
県
内
で
計
６
万
人
を
突
破
し
、

５
年
前
の
３

・
４
倍
と
な

っ
た
。

会
員
の
業
務
の
上
限
も
従
来
、

週
２０
時
間
だ

っ
た
が
、
１６
年
の
高

齢
法
改
正
で
週
４０
時
間
ま
で
可
能

に
な

っ
た
。
実
現
に
は
知
事
の
指

定
が
必
要
で
、
県
連
合
会
は
介
護

の
現
場
か
ら

の
需
要
増
な
ど
を
受

け
、
来
年
度
中
に
指
定
を
受
け
た

い
考
え
だ
。

本
県
の
高
齢
化
率
は
３０

．
７８
％

（
１
月
１
日
時
点
）
。
岩
本
事
務

局
長
は
言
う
。

「派
遣
の
増
加
も

規
制
緩
和
も
、
そ
れ
だ
け
労
働
力

不
足
が
深
刻
と
い
う
証
し
。
高
齢

者
が
高
齢
者
を
支
え
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
超
高
齢
社
会

の
縮
図
な
ん
で
す
」
◆

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
現
役
世

代
が
減
少
す
る
中
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
就
労
を
目
指
す
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

（県
内
会
員
数
約

５
９
０
０
人
）
を
取
り
巻
く
環
境

や
需
要
、
会
員
の
意
識
に
も
変
化

が
生
じ
て
い
る
。
現
状
と
課
題
を

探
る
。

（報
道
部

と
預
佐
誠
太
）

「痛
く
な
か
で
す
か
」
ｉ
。
８

月
末
、
大
村
市
坂

口
町
の
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム

「絆
」
。
朝
食

を
終
え
た
車
い
す

の
女
性

（８９
）
の

両
手
を
大
薗
隆
志
さ
ん

（６６
）
が
丁

寧
に
洗
い
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
で
ケ

ア
を
し
て
い
た
。
同
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

「派
遣
」
さ

れ
、
３
年
前
か
ら
絆
で
週
５
日
、

毎
日
３
、
４
時
間
働
い
て
い
る
。

元
海
上
自
衛
官
。

「引
き
こ
も

る
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
」
か
ら
と
、

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
が
登
録
す
る

同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

っ
た
の

は
４
年
前
だ
。
介
護
に
興
味
が
あ

り
、
本
―
ム

ヘ
ル
パ
１
２
級

（現

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
）
を
取

得
。
絆
で
は
食
事
や
入
浴
の
介
助

な
ど
調
理
と
医
療
行
為
以
外
を
担

う
。

「人
を
相
手
に
す
る
仕
事
だ

か
ら
手
抜
き
は
だ
め
」
。
入
所
者

が
笑
顔
に
な

っ
て
く
れ
る
と
大
変

「派
遣
」解
禁

人
手
不
足
補
う

介 護

鶏

ミ

慧甜 ・
　
ド

一
「イ
』

こ

'
入所者の女性のケアを しながら優 しく声を接Hする大薗 さん  ≡大村市 、絆
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高
船
社

変
わ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
２
◆

「よ
し
、
こ
の
調
子
で
も
う
ち

ょ

っ
と
書
い
て
み
る
」
。
８
月
下

旬
の
夕
方
、
佐
世
保
市
シ
ル
バ
ト

人
材
セ
ン
タ
ー

（谷
郷
町
）
の

一

室
。
夏
体
み
の
思
い
出
を
短
歌
に

す
る
学
校

の
宿
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
小
学
６
年
生
、
黒
田
美
也
さ

ん

（１１
）
の
明
る
い
声
が
響
く
。
「あ

な
た
、
大
し
た
も
の
よ
」
。
稲
毛

榮
子
さ
ん

（７３
）
の
褒
め
言
葉
に
顔

を
ほ
こ
ろ
ぱ
せ
た
。

開
講
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
同

セ
ン
タ
ー
の
「平
成
寺
子
屋
塾
」
。

現
在
３
人
の
会
員
が
小
学
４
～
中

学
２
年
６
人
の
勉
強
を
教
え
る
。

増
え
続
け
る
共
働
き
世
帯

へ
の
支

援
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
、
県
内
１７

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
唯

一
の
取
り
組
み
だ
。
県
に
よ
る
と
、

県
内
の
共
働
き
世
帯
の
割
合

（夫

共
働
き
応
援
も
運
営
厳
し
ぐ

婦
が
い
る

一
般
世
帯
に
占
め
る
割

２

・
８‐
づ
増
加
し
た
。

〈
こ
は
４７

・
８０
％
（２
０
１
５
年
）
　

一万
小
学
校
教
諭
の
稲
毛
さ
ん
は

主
ё

ｚ
ｅ
．　

と
、
前
回
調
査

（
１０
年
）
に
比
べ
　
週
２
度
程
度
出
勤
。
大
事
に
し
て

工
膝

提

寺子屋塾

牌強す,黒田さん(手v)宣展軽晨零ラ完欠_人材センター
い
る
の
は
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係

で
、

「学
校
で
怒
ら
れ
た
と
か
彼

女
の
話
と
か
、
何
で
も
話
し
て
く

れ
ま
す
よ
」
。
黒
田
さ
ん
は
事
前

体
験
が
楽
し
か

っ
た
こ
と
か
ら
受

講
を
決
め
た
。

「家
は
共
働
き
だ

か
ら
な
か
な
か
教
え
て
も
ら
え
な

く
て
。
先
生

（稲
毛
さ
ん
）
は
優

し
く
て
楽
し
い
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

こ
の
日
は
国
語
と
算
数
を
計
２
時

間
学
習
。
帰
り
際
、

「来
週
も
楽

し
み
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

だ
が
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
は
裏
腹
に
、
同
セ
ン
タ
ー

の
大
山
高
清
事
務
局
長
は
表
情
を

暑
す
り
せ
る
。

「補
助
金
な
し
に
健

全
な
運
営
は
で
き
な
い
■
の
が
現

状
だ
か
ら
だ
。

寺
子
屋
塾
は
厚
生
労
働
省
の
地

域
就
業
機
会
創
出

・
拡
大
事
業
に

採
択
さ
れ
、
国
と
同
市
か
ら
年
間

各
約
６０
万
円
、計
約
■
２
０
万
円
の

補
助
を
受
け
る
。だ
が
、
備
品
購
入

な
ど
の
初
期
投
資
、
教
材
費
な
ど

で
収
支
は
「黒
字
に
届
か
な
い
」
。

補
助
金
頼
み
の
状
態
が
続
く
。

公
益
社
団
法
人
の
た
め
営
利
活

動
が
で
き
ず
、
受
講
料
は
週
１
回

（１
回
２
時
間
）
で
月
５
千
円
。

「民
業
圧
迫
」
と
の
批
判
を
受
け

な
い
よ
う
、
授
業
内
容
は
学
校
の

授
業
の
復
習
に
と
ど
め
る
。

「運

営
を
続
け
る
に
は
受
講
生
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
公
益

社
団
法
人
と
し
て
派
手
な
営
業
活

動
が
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
募

集
の
チ
ラ
シ
代
に
回
せ
る
お
金
も

な
い
」
。
大
山
事
務
局
長
は
ジ
レ

ン
マ
を
口
に
す
る
。

事
業
採
択
時
の
条
件
と
し
て
、

少
な
く
と
も
２０
年
度
ま
で
は
寺
子

屋
塾
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

当
初
の
規
定
で
は
寺
子
屋
塾
に
補

助
金
が
出
る
の
は
本
年
度
ま
で
。

同
セ

ン
タ
ー
は
来
年
度
以
降
の
補

助
金
獲
得
に
向
け
て
市
に
働
き
掛

け
て
い
く
考
え
だ
が
、
補
助
金
が

な
く
な
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
が
取
り

組
む
他
事
業

の
限
ら
れ
た
利
益
か

ら
捻
出
す
る
し
か
な
い
と
い
う
。

「放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
に
役
立
ち
、
共ヽ
働
き
の
現
役
世

代
を
応
援
す
る
役
割
を
担

っ
て
い

る
」

（県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ト
連
合
会
）
寺
子
屋
塾
。
だ
が
、

２‐
年
度
以
降
の
見
通
し
は
立

っ
て

い
な
い
。
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る
シ
,レ

バ

セ
ン
タ
ー

◆
３
◆

８
月
下
旬
、
五
島
市
内
の
住
宅

地
。
年
前
８
時
で
既
に
日
差
し
は

強
く
（
少
し
歩
く
だ
け
で
額
に
汗

が
に
じ
む
。
そ
ん
な
中
、
同
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
、
出
　
・

口
喜
美
子
さ
ん
（６９
）
が
ヽ
ご
み
袋

一

を
持

っ
て
収
集
所
に
歩
い
て
向
か

つ
て
い
た
。
運
ん
で
い
る
の
は
、

依
頼
が
あ

っ
た
高
齢
者
宅
の
ご
み

だ
。同

セ
ン
タ
ー
が
始
め
た

「
ワ
ン

一

コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
。
■
時
間
以

．

内
の
軽
作
業
に
対
し
、
依
頼
者
か

ら
５
０
０
円
の
報
酬
を
会
員
が

も
ら
う
仕
組
み
だ
。
出
口
さ
ん
は

「自
分
も
い
ず
れ
は
誰
か
の
お
世

話
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
少
し

で
も
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
手

を
上
げ
た
。
週
２
回
、
ご
み
出
し

や
草
取
り
を
す
る
。
親
の
介
護
や

制
度
外
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

ワンコイン:サービス
趣
味

に
し

て
い
る
沖
縄

民
謡

の

つゝ
。　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

齢
者
が
多
い
。
旧
斧
６ど
に
よ
る
と
、

時
間
を
持

つ
に
は
、
１
時
間
程
度

　

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
依
頼

同
市
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

の
仕
事
が
ち

ょ
う
ど

い
い
と

い
ヽ
し
て
く
る
の
は
１
人
暮
ら
し

の
高

３７

・
９４
％
と
県
平
均

（３０

。
７８
％
）

，を
上
回
り

（
い
ず
れ
も
今
年
１
月

現
在
）
、
独
居
老
人
率
は
全
世
帯

・
の
２
割
を
占
め
る

（２
０
１
５
年

１０
月
現
在
）
。
こ
う
し
た
中
、
依

頼
は
調
理
を
筆
頭
に
、
電
球
の
取

り
換
え
や
洗
濯
物
千
し
、
室
内
の

掃
除
、
薬
の
受
け
取
り
な
ど
と
幅

広
い
。

「簡
単
そ
う
に
見
え
る
作

業
も
、因
軽
な
言
齢
者
は
多
い
」
。

同
セ
ン
タ
ド
の
久
保
亮
太
次
長
は

ン甘
つ
話
宇
ジ
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
４
年
目
。

利
用
実
績
は
今
年
４
～
７
月
で
８

６
６
件
と
右
肩
上
が
り
だ
。
同
セ

ン
タ
ー
は
、
そ
の
要
因
の

一
つ
と

し
て
〈
‐５
年
施
行
の
改
正
介
護
保

険
法
の
影
響
を
挙
げ
る
「改
正
で
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

は
国
の
介
護
保
険
制
度
か
ら
切
り

暫

犯

。

「介
護
保
険
法
改
正
の
背
景
に

あ
る
の
は
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る

社
会
保
障
費
の
増
大
。
全
て
の
支

援
を
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
で
き

な
い
時
代
に
な

っ
た
。
シ
ル
バ
ー

会
員
の
活
動
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
新
し
い
仕
組
み
に
な

っ

て
い
る
の
で
は
」
。
長
崎
純
心
大

の
潮
谷
有
二
教
授

（社
会
福
祉
）

は
そ
う
指
摘
す
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険

が
カ
バ
ー
し
て
き
た
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
穴
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
１

人
暮
り
し
Ｑ
最
師者
の
安
不羅
認

の
役
割
も
担

っ
て
い
る
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
。
だ
が
、
課
題
も
あ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
会
員
約
１
７
０

人
の
７
割
が
、
合
併
前

の
旧
福
江

市
に
集
中
。
６
月
に
は
事
務
所
を

旧
冨
江
町
内
に
開
設
し
、
以
前
よ

り
旧
郡
部

の
会
員
が
増

え
た
も
の

の
、
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
は
全
体

の
９
割
が
旧
福
江
市
内

（４
～
７
月
末
）
だ
。
島
内
で
も

高
齢
化
が
特
に
顕
著
な
市
周
辺
部

か
ら

の
需
要
は
高
い
が
、
十
分
に

応
じ
切
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
と

い
＞つ
。
　
　
　
．

「サ
ー
ビ
ス
を
待

っ
て
る
方
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
ん
で
す
け

ど
ね
…
」
「
久
保
次
長
は
、
過
疎

化
、
高
齢
化
が
進
む
島

の
厳
し
い

現
状
を
そ
う
口
に
し
た
。
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変
わ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
４
◆

ヽ
　

「先
月
草
を
取

っ
た
ば
か
り
だ

け
ど
、
も
う

い

っ
ぱ

い
生
え
と

る
」
。
９
月
上
旬
、
佐
世
保
市
名
切

町
の
墓
地
。
池
邊
利
森
さ
ん
（８５
）

が
、
ど
こ
か
楽
し
そ
う
に
愚
痴
を

こ
ば
し
た
。

鎌
を
持

っ
て
丁
寧
に
草
を
刈

り
、
ほ
う
き
で
掃
く
。
黙

々
と
作

業
に
打
ち
込
む
様
子
は
、
大
工
だ

ｔ

っ
た
現
役
時
代
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ

る
。
「よ
し
、き
れ
い
に
な

っ
た
」
。

そ
う
言

っ
て
額
を
ぬ
ぐ

っ
た
。
同

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

と
し
て
、
墓
地
を
管
理
す
る
よ
う

に
な

っ
て
約
１０
年
に
な
る
。

若
年
層
の
県
外
流
出
が
続
く
本

県
。
人
口
減
少
に
伴
い
空
き
家
率

は
増
加
傾
向
で
、
高
齢
化
し
た
親

の
世
代
に
と

っ
て
は
墓
地
の
手
入

れ
も
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

平均年齢

ッ若
い
た
会
員

・ど
う
確
保

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
同
セ

サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め
た
。

ン
タ
■
は
３
年
前
、
空
き
家
や
墓

　

２
０
１
６
年
度
の
受
注
が
延
べ

地
の
管
理
を
担
う

「
ワ
ン
パ
ッ
ク

３８
件
だ

っ
た
の
に
対
し
、
１７
年
度隙間に生えた雑草を丁寧 に取る池邊さん 幸佐世保市 内の墓地

は
同
８２
件
と
倍
増
。

「希
望
が
あ

れ
ば
墓
に
花
を
手
向
け
る
な
ど
、

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
好
評
。
空

き
家
の
状
況
を
見
て
、
草
刈
り
を

依
頼
す
る
人
も
多
い
」
´
（同
セ
ン

タ
ー
）
。
首
都
圏
、
関
西
圏
を
中

心
に
、
古
里
を
離
れ
た
子
ど
も
の

世
代
な
ど
、
県
外
か
ら
の
依
頼
が

大
半
と
い
う
。

池
邊
さ
ん
は
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り

が
評
判
で
、
依
頼
者
か
ら
指
名
を

受
け
る
こ
と
も
。
盆
前
や
彼
岸
前

は
特
に
忙
し
い
。

「風
邪
な
ん
か

い
つ
ひ
い
た
や
ろ
か
」
と
一一一一申
つ
ほ

ど
体
に
は
自
信
が
あ
る
が
、
Ｈ
月

に
は
８６
歳
。
車
の
運
転
は
も
う
や

め
た
。
今
は
バ
ス
と
徒
歩
で
現
場

に
向
か
う
。

超
高
齢
社
会
の

一
端
を
支
え
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
。だ
が
、

会
員
の
平
均
年
齢
も
同
じ
よ
う
に

上
昇
の

一
途
に
あ
る
。
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
よ
る

と
、
県
内
会
員
の
平
均
年
齢
は
７‐

・
９
歳

（１７
年
）
。
こ
の
１０
年
で

２

・
１
歳
上
が

っ
た
。
会
員
自
体

の
高
齢
化
は
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り

巻
く
大
き
な
問
題
の

一
つ
だ
。
猛

暑
に
見
舞
わ
れ
た
今
夏
。
８８
歳
の

会
員
も
い
る
同
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
大
山
高
清
事
務
局
長

は

「熱
中
症
を
特
に
心
配
し
た
」

と
振
り
返
る
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
懸
念

さ
れ
る
の
は
事
故
だ
。
就
業
中
の

け
が
な
ど
の
事
故
は
１７
年
度
、
県

全
体
で
５７
件
。
１３
年
度
か
ら
の
５

年
間
で
見
る
と
、
脚
立
か
ら
の
転

落
や
、
段
差
で
の
転
倒
な
ど
で
負

傷
し
、
会
員
が
１
カ
月
以
上
入
院

し
た
ヶ
‐
ス
は
４６
件
を
数
え
た
。

同
連
合
会
な
ど
は
、
指
導
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
安
全

へ
の
啓
発
に
取

り
組
む
が
、
な
か
な
か
事
故
は
減

ら
な
い
。

「３０
代
、
４０
代
に
は
ま
だ
ま
だ

負
け
な
い
」
と
笑
い
飛
ば
し
た
池

邊
さ
ん
も
、
帰
り
際
ぽ

つ
り
と
つ

ぶ
や
い
た
。

「そ
れ
で
も
、
最
近

は
だ

い
ぶ
弱
り
ま
し
た
け
ど
ね

…
」
。
高
齢
化
し
た
会
員
の
安
全

を
ど
う
図

っ
て

い
く
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
依
頼
に
対
応
し

て
い
く
た

め
、
定
年
間
も
な

い

〃若
い
〃
世

代

の
会
員
を
い
か
に
確
保
し
て
い

く
か
、
セ
ン
タ
ー
側
は
大
き
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。



日 金曜日

、滑石センター保育園

新 聞

変
わ
る
シ
ル
バ
ト
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
５
◆

９
月
上
旬
、
長
崎
市
滑
石
３
丁

目
の
滑
石
セ
ン
タ
ー
保
育
園
は
に

ぎ
や
か
な
昼
の
給
食
時
間
を
迎
え

て
い
た
。
１
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、

幼
児
と

一
緒
に
昼
食
を
取
る
増
丸

喜
代
美
さ
ん

（７０
）
の
姿
が
あ

っ

た
。
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
が
実
施
し
た

「保
育
補
助

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
」
の

一
場
面

だ
。元

看
護
助
手
。
現
役
を
退
き
、

同
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
と
し
て
市
内
の
別
の
保
育
園
で

清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
「子

ど
も
と
触
れ
合
い
た
い
」
と
受
講

を
決
め
た
。
３
日
間
の
研
修
後
、

働
い
て
い
る
保
育
園
か
ら
は
子
ど

も
の
着
替
え
や
食
事
の
手
伝
い
も

任
さ
れ
る
よ
う
に
。
「
『助
か
る
』

と
言
わ
れ
、自
分
自
身
も
楽
し
い
」

と
ほ
ほ
笑
む
。

一”
　

　

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

に
人
手
不
足
と
い
わ
れ
る
分
野
」

〈
只
石
は
２
０
１
５
年
度
か
ら
、
会

に
特
化
し
た
。
本
年
度
は
各
地
で

主
●

´
０
一　
員
向
け
講
習
会
の
業
種
を

「
一
般

一休
育
補
助
や
介
護
補
助
、
農
業
、

ミスマウチ

生
き
が
い
就
労
へ
模
索
続
ぐ

イ
‥
，１
１
一
１
　
　
・

一鱗
書
増
‥
―
～　
す
‘，
１
●
穏
監

封

…

…

析

．
、
？

ん (右か ら 2ちと一緒に昼食を

施
設
清
掃
な
ど
計
３０
件
を
開
く
。

保
育
は
０４
年
の
法
改
正
に
伴
い
進

出
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
分
野
だ

が
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
で
き
る
仕
事
」
と
の
認
識
が
会

員
、
依
頼
側
と
も
ま
だ
低
く
、
開

拓
余
地
が
大
き
い
と
い
う
。

ξ

つ
し
た
言雇

だ

如

桑

講
習

業
種
を
特
化
し
た
背
景
に
は
、
会

員
の
ニ
ト
ズ
と
依
頼
と
の

〃ミ
ス

マ
ッ
チ
〃
が
あ
る
。
全
国
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
が
１５

年
、
全
国
の
各
セ
ン
タ
ー
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、ヽ８４

・
８
％
が
「
引

き
受
け
る
会
員
が
い
な
い
、
ま
た

は
不
足
」
を
理
由
に
依
頼
を
断

っ

離
薬
此
φ
効
堪

つ と
嗣
略
″
昨
諦
撃

除
草
、
清
掃
な
ど
だ

っ
た
。
特
に

屋
外
作
業
希
望
は
減
少
傾
向
で
、

尺
戦
後
の
産
業
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
１
次
産
業
な
ど
）
現
役
時
代

に
外
を
使

っ
た
仕
事
を
し
て
き
た

人
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
」

（県
連
合
会
）
。
会
員
の
希
望
と

は
反
対
に
、
事
務
な
ど

〃ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
″
職
の
依
頼
は
低
調
だ
。

こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
い

て
、
城
西
大
の
塚
本
成
美
教
授
（経

、営
社
会
学
）
は

「未
経
験
の
仕
事

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
な

っ
て
い
る
。
大
事
な
の

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
側

が
た
だ
仕
事
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、

（ど
う
し
た
ら
そ
う
し
た

仕
事

に
慣
れ

る
ご
と
が

で
き

る

か
）
仕
事
に
応
じ
た
働
き
方
を
具

体
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
だ
」
と

指
摘
。
セ
ン
タ
ー
側
が
目
指
す
べ

き
方
向
と
し
て
、
長
崎
純
心
大
の

潮
谷
有

二
教
授

（社
会
福
祉
）
は

「今
後
の
社
会
の
維
持
に
は
市
民

同
士

の
支
え
合

い
の
意
識
が
重

要
。
利
他
活
動
を
通
じ
て
会
員
が

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
組
み

作
り
は

セ

ン
タ
ー

の
大
き
な
役

割
」
と
語
る
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
就
労
を
目

指
し
、
１
９
７
５
年
に
誕
生
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（発
足

当
初
は
高
齢
者
事
業
団
）
。
国
立

社
会
保
障

。
人
日
問
題
研
究
所
の

推
計
で
は
、
２
０…
４
５
年
に
は
本

県
の
高
齢
化
率
は
４０
％
超
ま
で
上

昇
す
る
見
通
し
だ
。
そ
の
時
、
セ

ン
タ
ー
は
超
高
齢
社
会
と
ど
う
向

き
合

っ
て
い
る
の
か
。
セ
ン
タ
ー

の
模
索
は
続
く
。

＝
お
わ
り
＝


